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市村英彦 [ほか] 編 
日本評論社 
2020年4月 
『経済学を味わう』という本は、東大教養学部で経済学部進学予定
の学生に経済学の面白みを知ってもらうという主旨で最近始められ
た講義を書籍化したものです。今年はコロナ禍でオンラインで講義
が行われ、それもあって、理系の学生の聴講が増え、受講者が
1000名を超えたと聞いています。理系の学生でも読みやすい本に
なっていますので、社会科学の一つとして重要な地位を占める経済
学をぜひ味わってみてください。 
ここにしか 
ない大学 
出口治明著 
日経BP 
2020年5月 
還暦からの 
底力 
出口治明著 
講談社 
2020年5月 
『ここにしかない大学』という出口治明さんの本は、私と同じように70歳になって
大学学長を経験した方の本です。この方は保険会社を経て、60歳で新しいライフ
ネットという新しい会社を設立した企業経営者でもあります。大分県別府にある立
命館アジア太平洋大学APUをいかに魅力的な大学にするかを述べています。私にと
り、とても参考になった本です。皆さんと力を合わせて、城西大学をより魅力的な
大学にしたいと思っています。なお、出口さんは1万冊以上の数の本を読んだと言
われ、世界史、日本史に通じた大変な教養人です。私などは、最近でた『還暦から
の底力』にもいろいろ教えられました。 
社会的共通 
資本 
宇沢弘文著 
岩波書店 
2000年11月 
私の専門は土木工学で、社会基盤（インフラスト
ラクチャー）、中でも橋を専門にして研究をして
きました。インフラは日々の生活を行う上で欠か
せないサービスですが、インフラを含め、公共財
を学問的に整理したのが、宇沢弘文先生による
『社会的共通資本』という概念で、本には自然環
境、土木的インフラ、制度資本の3つから構成さ
れると書いてあります。私にとり、社会科学の重
要性を目覚めさせてくれた本でもあります。 
思考を鍛える 
大学の学び入門  
井下千以子著 
慶應義塾大学出版会 
2020年1月  
学びの 
ティップス 
近田政博著 
玉川大学出版部 
2020年5月 
スタディスキルズ・ 
トレーニング 
吉原惠子 [ほか]著 
実教出版 
2017年10月 
インターネットで世界中のありとあらゆる情報に
携帯電話を介して繋がる時代がきました。問題
は、いかに課題を見つけるか？ そしてそれをど
のように解決するかです。大学は単に教える/教
わる場所ではありません。アクティブラーニング
が初等教育から大事になってきている所以です。
アクティブラーニングに関する本も沢山出ていま
す。学生がそれを知っておくことも大事だと思い
ます。 
